


二つの回転軸が独立していることで、球体容器を三次元的に回転させることができ、それによ
り容器内部に入れた粉砕用ボールは、カスケーディング(ボール間の入れ替え)運動が支配的と
なり、容器内部に高いエネルギーを発生させ、対象物に強いせん断力・摩擦力を効率的に与え
ます。それにより、従来のボールミルと比較し処理時間の大幅な短縮が可能となります。
また、ボールのカスケーディング運動により、物質のへき開破壊・剥離粉砕が進行しやすくな
るという特⻑もあります。従来のボールミルで発生するボールの衝突運動は減少するため、容
器内の発熱は抑制されます。

・短時間で低発熱な処理

X軸

Z軸

TDMM-XXは、水平・垂直のそれぞれ独立した回転軸を持
ち、その回転軸の交点と中心が一致する球体容器を三次
元的に回転させ、素材の粉砕・混合・攪拌を行う新開発
のボールミルです。駆動部にはサーボモータとマグネッ
トギアを採用し、回転ムラの少ない安定した運転を実現
しました。
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※粉砕メカニズムの違い※
従来のボールミル 三次元ボールミル



気密性の高い球体容器を採用することに
より、有機物・無機物に対応し、さらに
乾式・湿式双方での処理が可能です。乾
式では、容器内発熱の抑制により、食
品・薬品などの熱影響を抑えたい材料の
処理に適しています。湿式では、剥離粉
砕の特⻑を利用した、⿊鉛などの積層材
料の処理に効果的です。

・多彩な処理方法

・様々な分野への応用性

粉砕（湿式）
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⿊鉛の表層剥離 → 多層グラフェン化
※グラフェン(Graphene)：

⿊鉛（積層材料）が剥離粉砕することで生成される、薄層⿊鉛。
グラフェンは優れた構造異方性を持ち、多分野での活用が期待されている。

積層材料の剥離粉砕は様々な分野に応用可能！（下記は一例です）

医療・化成分野

化粧品分野

三次元ボールミルを使用した多層グラフェン※の生成に成功！！



寸法 幅1000ｍｍ×高さ1600ｍｍ×奥行1000mm
重量 450kg

許容回転数
X軸(垂直方向)：-200rpm〜200rpm
Z軸(水平方向)：-200rpm〜200rpm

制御方法
PLCによるプログラム制御
自動運転(パターン運転)・手動運転可能

電源 三相 AC200〜240V，50/60Hz
最大消費電力 1.5kVA

特許 第4974283 クリノスタット
第5666220号 三次元ボールミル
その他、特許出願中

種類 球体容器 楕円型容器
材質 ステンレス/セラミック

容量 6,000ml 7,800ml
最大処理量 2,000ml 2,600ml

‣仕様

本体 容器

‣知的財産
‣開発元

株式会社ナガオシステム

‣販売元‣製造元

☆小型三次元ボールミルTDMM-Xもございます！
（低容量，研究開発向け）

※オプションで制御盤別置きタイプも製作可能です。‣装置外形図


